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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究は肥満関連遺伝子の１つであるPPARγ2遺伝子のPro12AlaおよびC1431T多型と体力、
体組成，メタボリックシンドロームリスクとの関連について横断的に検討した。被験者は、健
康な日本人男女 716 名とした。測定項目は、メタボリックシンドローム関連指標（BMI、血糖値、
血中脂質、血圧等）、体力、身体組成（DXA 法）、及び PPARγ遺伝子多型であった。遺伝子多
型は Taq-Man法により同定した。被験者は、年代別最大酸素摂取量の高い群と低い群の 2群
に分類し、さらに PPARγ遺伝子 C1431T 多型の CC 群および CT+TT 群の 2 群に分類し、年齢を
共変量とした 2元配置分散分析により比較検討した。その結果、若年男性被験者の場合は、体
力と PPARγ2遺伝子の C1431T多型はメタボリックシンドロームリスク（Z値）に対して有意
な相互作用が認められた。しかし、この関係は、中高齢男性および女性では認められなかった。
さらに Pro12Ala多型については、どのグループにおいても体力、体組成，メタボリックシ
ンドロームリスクとの有意な関連は認められなかった。本研究の結果から、肥満関連遺伝
子の１つである PPARγ2 遺伝子の C1431T 多型の CC 多型を持つ若年男性が低体力の場合、
メタボリックシンドロームリスクが増強することが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
The peroxisome proliferator-activated receptor gamma 2 (PPARγ2) genotypes are 
related to obesity and the metabolic syndrome (MetS). A low level of cardiorespiratory 
fitness is also a strong determining factor in the development of MetS. This 
cross-sectional study was performed to investigate the influence of the interaction 
between the PPARγ2 genotype and cardiorespiratory fitness on the risk of MetS.  
Healthy Japanese men (n = 211) and women (n = 505) participated in this study. All 
subjects were divided into 8 groups according to sex, fitness level (high and low fitness 
groups), and age (younger, age < 40 years and middle-aged/older, age ≥ 40 years). The 
PPARγ2 genotypes (Pro12Ala and C1431T) were analyzed by using real-time PCR with 
Taq-Man probes. Two-way ANCOVA with adjustment for age as a covariate indicated 
that fitness and the CC genotype of C1431T in the PPARγ2 gene interacted to produce 
a significant effect on MetS risk in younger men and that the risk of MetS in the CC 
genotype group with low cardiorespiratory fitness was significantly higher than that in 
the corresponding CT+TT genotypes or in the high fitness groups. There was no 
significant interaction between fitness and genotype in determining MetS risk in 
middle-aged/older men or in women in any group. With regard to the Pro12Ala 
genotype of the PPARγ2 gene, there were no significant differences in fitness or 
genotype effects nor were there any interactions between measurement variables. We 
concluded that the CC genotype of C1431T in the PPARγ2 gene together with low 
cardiorespiratory fitness may increase the risk of MetS in younger men (age < 40 
years), even with adjustment for age. 
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１． 研究開始当初の背景 
 予防医学の分野における現在までの肥満
遺伝子研究の応用例は，遺伝子検査そのもの
に焦点が当てられていて，検査後にどのよう
な改善プログラムを提供するのかについて
は着目されていない．欧米では，遺伝子タイ
プに特異的な減量プログラムが提案され始
めているが（Adamo KB, Tesson F，Appl 
Physiol Nutr Metab，2007），運動と食事に
よる介入試験に基づいた縦断的研究は行わ
れていない． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，運動および食事介入試験
によって運動効果および食事効果の高い肥
満関連遺伝子を分類し，肥満改善のための
「テーラーメイドヘルスケアプログラム」の
学術的基礎を構築することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，3年間の申請期間中で，運動
効果・食事効果の高い遺伝子を分類し，肥満
改善のための「オーダーメードヘルスケアプ
ログラム」の学術的基礎を構築することを目
的とし，以下の３つの研究からなる． 
（１）現在のコホートフィールド（約 1500
名が登録）から，肥満者を 200 名抽出し、運
動・食事介入試験を実施する（平成 21年度）． 
（２）全被験者について Taq-man 法による肥
満関連遺伝子の多型解析を実施し、肥満に対
する遺伝－環境要因の相互作用について横
断的に解析する（平成 22 年度）．  
（３）各肥満関連遺伝子多型の正常群および
変異群に分類し、食事と/もしくは運動によ
る肥満改善効果について検討する。（平成 23
年度）． 
 
４．研究成果 
 本研究の結果から、肥満関連遺伝子の１つ

である PPARγ2遺伝子の C1431T 多型の CC多
型を持つ若年男性が低体力の場合、メタボリ
ックシンドロームリスクが増強することが
示された。この結果は、肥満関連遺伝子の 1
塩基多型（SNP）解析から個別化された生活
習慣改善プログラムを提供する，「テーラー
メイドヘルスケアプログラム」の基礎資料と
して活用することができる。 
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